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1.大学受験とそのあり方に関する研究j の栂要

はじが、ヶ

筆者らは、かつて「女性のレジャ一行動に闘する調査J (ライフスタイルや学習、女性

の生き方等)としてかなり大規模((1)女子高校生367名、 (2)女子短大生397名、

{毒女子大学生522名、(4)学卒者868名)な研究を実施した{平成3年6月}。

今回は、今後10年聞に新しく世帯を形成する中心的な役割を担う階層である高校生に

その『オモテJないし『ウラJ行動とも考えられる女子高生の学習一大学受験に闘する意

識調査を試みた.

この調査は、生徒周(大学・短大受験に関する意識調査}とPTA用(大学・短大のあ

り方に関する意識調査}の2部から構底されている。

1.調査の目的・内容

1)調査の目的

現在、大学は冬の時代を迎え、大学の内外から改革が叫ばれている.これを受けて

各大学は専門性をいかに活かし、 2年ないし4年間で何を学生に求め、何を活かしてい

くか21世紀の教育研究のあり方を志向した大学づくりが試みられつつある。

このような時、受験生{女子高生)やその母親は大学受駿について、また、将来の生

活設計についてどのような悩みや希望を抱いているのであるうか。

(1)生徒について

女子高生がどんな考えに基づいて大学.短大の志望学部・学科を決定するのか。ま

た、大学入学後、学部・学科に対してどんなことを希望しているのか.

( 2)母親について

女子高生の母親が、子供の大学受験やこれからの生活設計についてどのようなこと
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を考え、期待しているのか・・・・などについて明らかにする.

2)調査の内容

(1)生徒について・・・ 1 入試要項の入手方法 (6項目}

2 志望校決定の時期 (8項目)

3 志望校についての相談者 (4項目}

4 入試法についての志望 (5項目}

5 志望大学の種別 (4項目)

6 学部・学科決定の理由 (45項目)

7 大学生活で重視したい内容 08項目)

F2 年令

F3 出身中・高校

F4 現在の居住形態

F5 志望学部

F6 地域別志望大学{種別)

(2)母親について・・・ I 大学教育一般に関する考え方 (29項目}

宜大学教育内容の方針について 05項目)

E 学生募集について 03項目}

1v施設・設憶について (9項目}

その抽 (8項目}

Fl 年令

F2 子どもの数

2 調査の対象・方法および集計処理

1)対象・方法

M学園女子高等学校、 3年生(17歳-18歳) 330名 08学級)およびその

母親.

学級担任による内容説明(平成5年12月20日}後、自宅に持ち帰り記入.囲収は

平成6年1月8日.囲収率生徒82.8%、母親79.8 %。

2)集計処理

第1次集計(平成6年3月}後、第2次集計を実施(同年6月)0 

2次集計は、因子分析を行ない{主因子法、パリマックス回転を用いた)、次いで
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因子得点および相関係数の分析を試みた.例えば、上記、生徒調査・ 6r学部・学科

の決定の理由 (45項目)Jの質問項目についていえば、これらの項目を因子分析、

そこで抽出された因子の因子得点を求め、それぞれ専攻 各独立変数(志望、年令、

子どもの数)の 2要因分散分析を実施、有意水準の検出を行なった。その他の質問項

目についても、全くこれと同む分析を試みた。

3)研究成果

これらの一連の研究成果については、小西を含む以下5人の発表者により逐一報告

する。

茸一次集計の結果からみた f女子高生の大学受験意識の一般的傾向」について

1}結果と考察

(1)調査対象者の実態

1.年令・・・高校3年生(17議-18歳}

2.出身中学校・・・公立学校 (68. 0 %)、本学付属 (25.4 %)、私立

(6. 6 %)そのうち共学校 (67.4 %)、女子校 (32. 6 %)である。

3 現在の居住形態・・・親と同居 (99. 6 %)その他 (0. 4 %)、殆どの生

徒カ覗と同居している.

(2)受験に対する意識に関して

どこを受験するかを決定するに当たり、まず入試要項をどこで入手するかを顕位

別にみると、1.書底で買う (42. 0 %) 2.大学に直接請求する (36. 9%) 

3.高校でもらう(11. 9%) 4.雑誌から (6. 5 %) 5.予儲校でもらう

(2. 7 %)となっている。ではいつごろ志望大学を決定するのであろうか.志望校

決定の時期は1.高校3年1学期 (39. 5 %) 2.高校3年2学期 (30.3%

3.高校2年後半 (13. 7 %) 4.高校2年前半 (5.9 %) 5.高校入試以前

(5. 2 %)であり、約70%が高校3年の 1、2学期に決めるとみられる.中に

は高校を受験する時に既に志望大学を決定して付属高校を受験するケースもある。

これは、調査対象者が私立大学付属高校生であることからも当然とも言える。

それでは、志望校を決定する時に誰に相談するか。1.父母 (61、1%) 2. 

相談しなかった o3. 7 %) 3.友人、先輩 03.05)4.予備校の先生

(4. 2 %) 5.本学の在校生 (3.8 %)である.高校の進路室はあまり利用され
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ていないようである。(進路相談会 O. 8%) 

子どもにとっては大学受験に際して親が経済的、精神的パックボーンになっている

状況が伺える.このことからして、後述の調査報告、母親「親Jの調査結果の内容

が注目されよう.次に具体的にはどんな大学を志望しているかo 1. 4，年生大学:

一般 (46. 6 %) 2.短大:一般(18. 5 %) 3.本学(短大推薦

(1 3. 4 %) 4.短大2推薦(13. 0 %) 5. 4年生大学2推薦 (6. 5 %)で

ある。大学付属高校生ではあるが大学を受験する意志が約半数にみられる。

志望大学の種別を多いもの慣に挙げるとし外国語学部 2.人文学部 3.家政

学・生活学科 4.芸術学部 5.法学部 である.地域別志望大学は、1.東京

都内私立大 (84. 9 %) 2.関東地区(東京都意外)私立大(1O. 5 %) 3. 

地方私立大(1. 7 %) 0 時には親元を離れて一人ぐらしをしてみたい願望はあっ

ても、調査対象者の 99. 6%が親と同居という条件を照会すると当然の結果であ

ろうか.以上が第1次集計の結果と傾向である.さらに、女子高校生の「大学受験

に対する意識Jの憤向を因子別にみると大学の学部・学科を選択する理由として最

も「自己修養Jを重視している傾向が伺えるo (表 I多照)

大学生活について重視したいものや、授業を通して身につけたいと思うものについ

ての意識度に対しでも自己修養を重視する横向が顕れている。

マイケル・ポラニーはかつて知識には二種類あり、一つは明解に言語化できる知識(

明示知)と他は言語化できない知識(暗黙知)があるとした。このニつの知識は、相互に

交擁、融合しあい、その知識の枠組みの中で豊かな「知」を創造していくが、その「知」

は豊かな人間性から誘発され、人の心を豊かに創造あらしめるものであろう.今回の女子

高校生の大学受験の意識からも、自らの心身が生き生きとし、将来、社会人としても広い

教養と豊かな人間性を追い求めている姿がみえてくる.

""<たは、どん認ことを'tえて大学の学陣・学鳴を提めますか. 【表 1)

(51l帽で自分の'tえに録も置い隔の匝字にO聞をつけて答えてむら，た枯B院を上位 10 

也、下位10置を開彰】

l.全<'tぇ"か，た Z.あまり考え忽かョョた 3.どちらともいえない

ιょ〈考えた 5.鼻需によく考えた

上位10 平均 150 専門掴.~.につ砂たいから 3. 8 1. 1 

← 
自分@圃聴・削心から 4. 4 1 O. 8 生量打S品・U l>"~見い出すため 3. 8 1. 1 

量震を身につけ、担曹を広めるため I 4. 0 I O. 9 自卦@量科・科目@蝿:1不得軍司量考止τ 3. 8 1. 0 

a分@温性~"且し、伸ばすため 4.011.0 λ調副轟を血げるため 3. 8 1. 0 

-ー
a分の帽朱@人生計闘をたてるため 13.911.0 学生生曙が議しいから 3. 8 1. 0 

人民科目&科目微をみて 3. 81 1. 1 
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